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令
和
２
年
度
定
時
総
会
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

理
事
長　

生
井
克
明

　

本
日
、
令
和
２
年
度
の
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
、
ご
出
席
を
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
が
発

生
し
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
総
会
は
極
力
書
面
に
よ
る
参

加
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
ご
協
力
・
ご
支
援
を
頂
い
て
い
ま

す
小
山
市
を
始
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
熱

心
に
ご
就
業
し
て
頂
い
て
い
ま
す
会
員
の
皆
様
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
セ
ン
タ
ー
の
実
績
は
請
負
金
額
に
お
い
て
、

２
億
９
千
98
万
円
、
中
期
計
画
目
標
の
３
億
３
９
３
万
円

に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

請
負
金
額
が
目
標
に
届
か
な
か
っ
た
の
は
、
適
正
就
業

を
図
る
た
め
、
請
負
契
約
か
ら
派
遣
契
約
に
切
り
替
え
た

こ
と
、
公
共
部
門
の
減
少
と
大
型
ス
ー
パ
ー
の
契
約
が
年

度
中
途
で
切
れ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
派

遣
契
約
は
２
，１
８
０
万
円
と
伸
び
ま
し
た
が
、
請
負
の

減
少
を
埋
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
会
員
数
は
、
出
前
説
明
会
を
桑
地
区
・
間
々
田

地
区
で
も
開
催
す
る
他
、
年
２
回
の
市
内
全
戸
配
布
の
チ

ラ
シ
で
も
入
会
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
前
年
比
６
名
減

の
６
４
６
名
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
国
が
進
め
る
年

金
制
度
の
改
正
と
働
き
方
改
革
が
大
き
く
影
響
し
、
65
歳

を
超
え
て
就
労
す
る
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
る
第
４
次
中
期
計
画
の
中
で
「
会
員

へ
の
速
や
か
な
就
業
情
報
の
提
供
」
と
「
事
業
所
訪
問

に
よ
る
民
間
部
門
の
拡
充
」
を
重
要
事
項
と
し
て
い
ま

す
。
会
員
へ
の
速
や
か
な
就
業
情
報
の
提
供
に
努
め
、「
顧

客
を
待
た
せ
な
い
」「
で
き
る
仕
事
は
確
実
に
受
注
す
る
」

こ
と
、
事
業
所
へ
の
従
来
の
表
敬
訪
問
か
ら
「
提
案
で
き

る
セ
ン
タ
ー
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
初
め
は

小
さ
い
仕
事
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
小
さ
い
仕
事
も

確
実
に
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
有
用
性
・
信

頼
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
も
あ
り
、
何
か
と
大
変
な

時
期
で
す
が
、「
お
客
様
を
大
切
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
暑
い

日
が
続
き
ま
す
の
で
、
健
康
維
持
と
安
全
就
業
に
心
が
け

ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

来
賓
挨
拶

　

小
山
市
長　

大
久
保
寿
夫　

様
（
当
時
）

　

大
久
保
市
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
７
月
30
日
を
以
て
、

任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
総
会
に
ご
出
席

頂
き
、
激
励
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

ご
出
席
頂
い
た
ご
来
賓

　

小
山
市
保
健
福
祉
部
長　

浅
見
貴
幸　

様

令和２年度

定時総会開催

令和２年６月19日（金）
小山市健康医療介護総合支援センター



	（3）令和２年 9月 25日	 小山シルバーだより� 第 79号

議
案
審
議
に
つ
い
て

　

議
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
報
告
事
項
①
「
令
和
元
年
度

事
業
報
告
」、
②
「
令
和
２
年
度
事
業
計
画
及
び
計
算
書

類
等
に
つ
い
て
」
の
２
件
、
決
議
事
項
①
「
令
和
元
年
度

計
算
書
類
等
の
承
認
の
件
」
の
１
件
、
そ
れ
ぞ
れ
議
案
ど

お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

「
家
庭
・
事
業
所
・
公
共
団
体
等
か
ら
就
業
機
会

を
得
て
、
会
員
に
提
供
し
、
会
員
の
生
き
が
い
づ

く
り
を
支
援
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」

　
〈
事
業
運
営
〉

〔
１
〕
就
業
機
会
の
提
供

　

・
就
業
情
報
の
速
や
か
な
発
信

　

・
会
員
デ
ー
タ
管
理
に
よ
る
効
率
的
な
就
業
の
提
供

　

・
公
募
制
推
進
に
よ
る
就
業
機
会
の
均
等

　

・
相
談
窓
口
の
活
用

　

・
就
業
先
の
拡
大
（
事
業
所
訪
問
、
派
遣
の
普
及
、

　
　

独
自
事
業
の
開
発
、
女
性
向
け
就
業
の
開
拓
）

〔
２
〕
普
及
啓
発
事
業

　

・
普
及
啓
発
促
進
月
間
の
充
実

　
　
（
地
区
別
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
）

　

・「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」「
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
」

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

〔
３
〕
安
全
就
業
と
適
正
就
業
の
推
進

　
「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
を
合
言
葉
に

　
【
事
故
ゼ
ロ
】
を
目
指
す

　

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
職
場
訪
問

　

・
安
全
就
業
、
交
通
安
全
等
の
研
修
実
施

　

・
事
故
を
検
証
を
し
、
再
発
防
止
に
努
め
る

　

・「
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
周
知
徹
底

〔
４
〕
会
員
数
の
拡
充

　

・
入
会
説
明
会
、
研
修
会
、
面
談
会

　

・
出
前
説
明
会

　

・
女
性
委
員
会
の
活
性
化
、
会
員
の
増
強

　

・
未
就
業
会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

〔
５
〕
地
区
活
動
の
推
進

　

・
会
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

　

・
地
区
会
議
、
地
区
別
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
支
援

〔
６
〕
地
域
貢
献
活
動

　

・
地
域
の
需
要
に
応
え
、
シ
ル
バ
ー
の
有
用
性
を

　
　

高
め
る

　

・
各
種
地
区
行
事
へ
の
参
加

　
〈
法
人
運
営
〉　　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
開
か
れ
た
セ
ン
タ
ー
運
営
を
目
指
す
」

〔
１
〕
運
営
体
制
の
強
化

　

・
事
務
の
効
率
化
と
経
費
節
減

〔
２
〕
定
款
に
定
め
る
会
議
の
開
催

　

・
理
事
会
、
総
会

第
四
次
中
期
計
画
が
始
ま
る
に
あ
た
り

～
第
三
次
中
期
計
画
の
総
括
か
ら
～

　

第
三
次
中
期
計
画
を
振
り
返
り
ま
す
と
３
年
前
、
日
銀

は
景
気
の
基
調
判
断
を
「
緩
や
か
な
拡
大
に
転
じ
つ
つ
あ

る
」
と
し
て
い
た
と
お
り
、
シ
ル
バ
ー
の
実
績
も
一
年
目
、

二
年
目
と
順
調
に
延
び
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
三

年
目
は
派
遣
へ
の
切
替
え
に
加
え
て
、
公
共
部
門
の
受
注

減
・
大
口
契
約
の
打
ち
切
り
が
あ
り
、
目
標
に
は
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
間
、
就
業
開
発
に
向
け
、
事
業
所
訪
問
・
独
自
事

業
の
立
ち
上
げ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
事
業
所
訪
問

を
通
じ
て
、
臨
時
的
・
短
期
的
な
お
仕
事
を
頂
く
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
就
業
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
確
実
に
受
注
す
る
と
い
う
目
標
を
設
定
し
、
第
四

次
計
画
に
お
い
て
は
就
業
情
報
の
速
や
か
な
提
供
を
第
一

の
課
題
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
所
訪
問
を
し
て
も
、「
儀
礼
的
な
訪
問
」

と
し
か
認
識
し
て
頂
け
な
か
っ
た
か
な
と
反
省
し
ま
し
た
。

そ
の
為
、
提
案
で
き
る
頼
り
に
な
る
シ
ル
バ
ー
を
目
指
す

こ
と
と
し
、
新
し
い
ス
テ
ッ
プ
の
展
望
に
向
け
た
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
ま
し
た
。

　

独
自
事
業
と
し
て
、
自
転
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

み
、
販
売
に
ま
で
至
り
ま
し
た
が
、
自
転
車
技
士
等
の
資

格
を
持
っ
た
会
員
が
死
亡
・
退
会
さ
れ
た
た
め
、
現
在
休

止
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
「
エ
ア
コ
ン
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
様
の
知
恵
を
お
借
り
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

お
仕
事
の
問
い
合
せ
が
あ
っ
て
も
、
就
業
す
る
会
員
が

い
な
け
れ
ば
就
業
が
成
立
し
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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◆
永
年
勤
続
表
彰
　
10
年
　
53
名

柴
崎　

四
六（
間
々
田
）	

石
嶋　

三
夫（
大
谷
Ｂ
）

佐
藤　

勝
喜（
小
山
Ａ
）	

大
出　

政
勝（
美　

田
）

糸
賀　
　

正（
小
山
Ａ
）	

中
島　

一
雄（
大
谷
Ｂ
）

佐
藤　

嶺
男（
桑　

絹
）	

星　
　

和
光（
大
谷
Ａ
）

生
駒　

勝
己（
大
谷
Ｂ
）	

川
上　
　

宏（
桑　

絹
）

鈴
木　

武
司（
桑　

絹
）	

安
藤　

和
夫（
間
々
田
）

藤
本　

梅
吉（
大
谷
Ａ
）	

北
野　

恵
治（
桑　

絹
）

高
木　

富
江（
間
々
田
）	

金
子　

和
義（
大
谷
Ａ
）

中
村　

夏
子（
桑　

絹
）	

大
橋　

良
子（
間
々
田
）

仁
平　

洋
介（
桑　

絹
）	

甲
斐　

照
幸（
大
谷
Ａ
）

橋
本　

文
子（
小
山
Ｂ
）	

高
瀬　

正
明（
小
山
Ｂ
）

小
嶋
ト
ミ
子（
小
山
Ｂ
）	

二
階
堂　

隆（
小
山
Ａ
）

鶴
見　

勝
夫（
大
谷
Ａ
）	

深
澤　

修
彦（
大
谷
Ｂ
）

塚
田　

秀
夫（
大
谷
Ｂ
）	

酒
寄　
　

勝（
桑　

絹
）

石
塚　
　

馨（
桑　

絹
）	

葛
西　

洋
範（
桑　

絹
）

吉
見　

允
孝（
間
々
田
）	

木
済　

雅
幸（
桑　

絹
）

森
谷　

直
純（
小
山
Ｂ
）	

大
橋　
　

章（
小
山
Ａ
）

石
井
不
二
子（
大
谷
Ｂ
）	

知
久　

菊
江（
間
々
田
）

斎
藤　
　

優（
桑　

絹
）	

斉
藤　

弥
生（
間
々
田
）

細
田　

澄
恵（
間
々
田
）	

白
石　

洋
雄（
小
山
Ａ
）

奥
山　

博
之（
小
山
Ｂ
）	

松
島　

茂
司（
小
山
Ａ
）

小
杉　

次
男（
大
谷
Ｂ
）	
山
谷　
　

登（
桑　

絹
）

松
本　

和
直（
小
山
Ａ
）	
渡
部　
　

栄（
小
山
Ｂ
）

露
木　

正
夫（
小
山
Ｂ
）	

瀧
澤
ハ
ル
ヱ（
大
谷
Ｂ
）

大
森
不
二
子（
間
々
田
）	

松
田　

真
一（
大
谷
Ａ
）

唐
鎌　

弘
孝（
小
山
Ｂ
）	

君
川　

勝
彦（
桑　

絹
）

伊
沢　

和
子（
大
谷
Ｂ
）

令
和
2
年
度
表
彰　

 

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

◆
他
の
模
範
と
な
る
会
員
　
７
名

　

各
就
業
先
に
お
い
て
、
模
範
と
な
る
就
業
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

◆
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
貢
献
し
た
会
員 

１
名

　

セ
ン
タ
ー
で
は
筆
耕

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ご
自
宅
で
書
道
教
室
を

開
き
な
が
ら
、
地
区
委

員
を
長
年
務
め
ま
し
た
。

◆
喜
寿
祝
い
を
受
け
ら
れ
た
方
々

（
会
員
親
睦
会
）

敬
称
略
・
順
不
同
22
名

福
嶋　

耕
造（
東
城
南
）	

黒
坂　
　

旭（
羽　

川
）

三
好
總
太
郎（
西
城
南
）	

横
山　

武
弘（
延　

島
）

阪
井　
　

清（
小　

山
）	

川
上　
　

宏（
向　

野
）

藤
本　

梅
吉（
中
久
喜
）	

北
野　

恵
治（
喜　

沢
）

小
嶋
ト
ミ
子（
外　

城
）	

稲
葉　

次
郎（
出　

井
）

金
子
タ
ミ
子（
間
々
田
）	

南
木　

久
子（
横
倉
新
田
）

野
中　
　

勲（
犬　

塚
）	

小
曽
根
鶴
代（
南
和
泉
）

吉
田　
　

勤（
若
木
町
）	

六
谷　

幸
三（
八
幡
町
）

舘
野　

延
司（
間
々
田
）	

河
西　

邦
夫（
東
城
南
）

中
野　

文
江（
扶　

桑
）	

小
笠
原
洋
司（
駅
東
通
り
）

岩
村　

計
行（
本
郷
町
）	

原
部　

勝
人（
扶　

桑
）

小山総合公園錠前管理
唐鎌弘孝（小山B）

植木班
山中英雄（大谷B）

小山駅東公共駐輪場
山中照雄（間々田）

子育て支援班
伊沢和子（大谷B）

小山総合公園
平田定男（間々田）

小山駅東公共駐輪場
青木利夫（大谷A）

パソコン教室
宮内　孟（桑絹）

間々田　地区委員
柳田みち子

　

今
年
度
の
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
う

け
て
、
議
案
書
を
配
布
し
、
ご
意
向
等
は
親
睦
会
役
員
に

寄
せ
て
頂
く
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
集
約
の
結
果
、
ご
意
見
、
ご
質
問
、
ご
異
議
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
議
案
書
の
内
容
で
活
動
を
進
め
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
本
年
度
も
会
員
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
理

解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

― 

年
内
の
予
定
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
す 

―

・�

秋
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
（
中
止
）

・�

け
ん
こ
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
施
（
別
途
通
知
）�

 

11
月
26
日（
木
）、
コ
ー
ス
は
鎌
倉
街
道
（
小
山
市
内
）

・�

30
周
年
記
念
品
の
配
布�

 

以
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

増
田
親
睦
会
会
長

親
睦
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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今
後
の
セ
ン
タ
ー
運
営
に
つ
い
て

就
業
情
報
の
速
や
か
な
提
供
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

掲　示　板
●
　
理
　
事
　
会

令
和
２
年
度
第
１
回
（
４
月
23
日
）

＊�
正
会
員
・
男
性
２
名
の
入
会
を
承
認

＊�
就
業
に
係
る
研
修
・
事
務
引
継
ぎ
等
の
手
当
て
規
程
一
部
改
正

＊�

職
群
班
の
設
置
及
び
運
営
基
準
の
一
部
改
正

令
和
２
年
度
第
２
回
（
５
月
14
日
）

＊�

正
会
員
・
女
性
１
名
の
入
会
を
承
認

＊�

令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
計
算
書
類
等
の
承
認

＊�

令
和
元
年
度
表
彰
者
の
承
認

令
和
２
年
度
第
３
回
（
６
月
25
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
５
名
、
女
性
２
名
の
入
会
を
承
認

＊�

普
及
啓
発
促
進
月
間
行
事
の
実
施
に
つ
い
て

＊�

第
４
次
中
期
計
画
・
実
施
計
画
の
立
案
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
第
４
回
（
７
月
22
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
６
名
・
女
性
２
名
の
入
会
を
承
認

＊�

嘱
託
職
員
の
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正

＊�

第
４
次
中
期
計
画
実
施
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

●
　
総
　
務
　
部
　
会

令
和
２
年
４
月
７
日

＊�

ラ
ク
ラ
ク
プ
リ
ン
ト
の
導
入
（
業
務
の
流
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
中
）

＊�

事
務
局
の
メ
ー
ル
・
ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た

令
和
２
年
５
月
12
日

＊�

事
務
所
に
お
け
る
除
草
・
植
木
の
業
務
の
流
れ
の
解
析
を
進
め
る

＊�

公
募
後
の
就
業
準
備
の
研
修
手
当
に
つ
い
て

令
和
２
年
６
月
２
日

＊�

総
会
の
準
備
、
総
会
進
行
支
援
に
つ
い
て

＊�

表
彰
規
定
改
正
の
検
討

令
和
２
年
７
月
７
日

＊�

小
中
学
校
15
校
の
消
毒
作
業
・
募
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載

＊�

第
４
次
中
期
計
画
資
料
の
作
成

●
　
事
　
業
　
部
　
会

令
和
２
年
４
月
２
日

＊�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

令
和
２
年
５
月
７
日

＊�

手
作
り
マ
ス
ク
200
枚
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
予
定

＊�

職
群
班
班
長
会
議
（
４
月
24
日
、
５
月
１
日
）
実
施

令
和
２
年
６
月
４
日

＊�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
断
中
の
活
動
計
画
を
下
半

期
に
計
画
す
る

＊�

新
規
分
野
の
開
拓
（
農
業
支
援
、
空
き
家
対
策
、
墓
地
管
理
）

の
活
動
計
画
を
検
討

令
和
２
年
７
月
２
日

＊�

熱
中
症
予
防
の
新
し
い
チ
ラ
シ
を
配
布
、
安
全
就
業
の
徹
底
を
図
る

＊�

第
４
次
中
期
計
画
の
活
動
計
画
資
料
作
成

●
　
広
　
報
　
部
　
会

令
和
２
年
４
月
10
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
78
号
の
編
集

＊�

か
わ
ら
版
20
号
の
発
行
に
つ
い
て

令
和
２
年
４
月
24
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
78
号
の
校
正

＊�

６
月
発
行
予
定
の
市
内
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

令
和
２
年
５
月
８
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
78
号
の
校
正

＊�
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
資
料
の
作
成
に
つ
い
て

令
和
２
年
５
月
22
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
78
号
の
配
布
に
つ
い
て

＊�

市
内
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

令
和
２
年
６
月
12
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
79
号
の
発
行
に
つ
い
て

＊�

か
わ
ら
版
21
号
の
発
行
に
つ
い
て

令
和
２
年
６
月
26
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
79
号
の
編
集
企
画

＊�

就
業
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て

令
和
２
年
７
月
17
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
79
号
の
編
集

＊�

11
月
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
・
記
載
内
容
の
提
案
募
集

令
和
２
年
７
月
31
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
79
号
の
編
集
校
正

＊�

第
４
次
中
期
計
画
の
立
案
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
は
前
号
の
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
に
も
掲
載
し
ま

し
た
が
、
趣
旨
と
し
ま
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
会
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
、
就

業
情
報
を
速
や
か
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
受
注
も
れ
が

な
い
よ
う
に
し
た
い
と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

６
月
29
日
付
け
の
通
知
に
て
、
会
員
全
員
向
け
に
「
学

校
消
毒
作
業
従
事
者
」
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま

し
た
。

今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
諸
通
知
の
発
送
に
併
せ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
今
後
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
活
用

す
る
こ
と
を
研
究
し
、
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
注
目
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
環
境
の
な
い
方
に
は
、
事
務

所
の
掲
示
板
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
掲
示
し
ま
す
。
草
取
り
、

植
木
の
剪
定
の
よ
う
に
既
定
の
お
仕
事
以
外
で
初
め
て
聞

く
お
仕
事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
就
業
を
拡
大
し
て
い

く
た
め
に
は
、
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
の
前
号
に
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今

後
は
会
員
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
状
況
を
見
な
が
ら
、

条
件
が
整
え
ば
、
会
員
へ
の
就
業
情
報
の
メ
ー
ル
発
信
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＱＲコード読取機能付き
のスマートフォンで読み
取ると簡単にアクセスで
きます。
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「
自
然
界
に
魅
せ
ら
れ
て
」

大
谷
B
地
区  

堀
越
　
昭
夫
　
会
員

　

堀
越
会
員
は
現
在
、
主
に
介
護

認
定
を
受
け
た
方
の
軽
度
生
活
援

助
の
業
務
を
受
託
し
、
生
活
支
援

と
し
て
、
部
屋
の
清
掃
・
草
取
り

に
従
事
し
て
い
ま
す
。
お
得
意
様
は
５
件
ほ
ど
で
す

が
、
他
に
臨
時
的
な
草
取
り
・
屋
外
作
業
も
受
け
て

い
ま
す
。

　

入
会
は
平
成
十
三
年
、
市
内
の
工
場
に
勤
め
て
い

ま
し
た
が
、定
年
を
迎
え
、会
社
の
先
輩
が
シ
ル
バ
ー

で
就
業
し
て
い
る
の
を
知
り
、
自
分
も
と
思
い
入
会

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
当
初
は
市
内
事
業
所
の
屋
外
作

業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
５
年
が
過
ぎ
、
交
代

で
現
在
の
就
業
に
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
で
の
活
動
以
外
で
は
、
小
山
ハ
イ
キ
ン

グ
会
で
活
動
、
現
在
副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
他

に
環
境
省
の
「
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
所
属
し
、

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
光
の
生
ま
れ
で
、
加
え
て

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
し
て
の
経
験
が
あ
り
、
自
然
に

親
し
む
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
パ
ー
ク
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
日
光
の
自
然
に
関
わ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
活
動
の
内
容
は
、
日
光
の
自
然
の
紹
介
、

植
物
の
開
花
調
査
、
外
来
種
の
駆
除
等
に
勢
力
的
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
健
康
に
注
意
さ
れ
、
ご
活
躍
を
続

け
ら
れ
ま
す
こ
と
を
祈
り
ま
す
。（
取
材
：
広
報
部
会
）

　

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
拡
大
の

恐
れ
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
シ
ル
バ
ー
で
活
動

し
て
い
く
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

⑴
日
常
生
活
で
の
注
意
点

・
こ
ま
め
に
手
洗
い
・
手
指
消
毒
・
換
気
。

・�

毎
朝
の
体
温
測
定
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
。
発
熱
や
風

邪
症
状
が
あ
る
場
合
は
自
宅
で
過
ご
す
。

・�

人
と
の
間
隔
は
で
き
る
だ
け
2
m
（
最
低
1
ｍ
）

空
け
、
話
を
す
る
と
き
は
症
状
が
無
く
て
も
マ
ス

ク
を
着
用
す
る
。

・�

帰
宅
し
た
ら
、
ま
ず
は
手
や
顔
を
洗
い
、
で
き
る

だ
け
す
ぐ
に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
着
替
え
る
。

・
感
染
流
行
地
域
へ
の
移
動
や
旅
行
は
控
え
る
。

お
元
気
な
会
員
の
紹
介

お
元
気
な
会
員
の
紹
介

は

コ
ー
ナ
ー

会
員

つ

ら
つ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

新
し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

・
い
つ
、
誰
と
ど
こ
で
あ
っ
た
か
記
録
し
て
お
く
。

・�

買
い
物
に
行
く
時
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

時
は
、
混
雑
す
る
時
間
帯
を
避
け
、
会
話
は
控
え
る
。

・�

飲
食
の
際
は
、
横
並
び
で
間
隔
を
空
け
、
会
話
を

控
え
る
。
回
し
飲
み
や
大
皿
か
ら
の
取
り
分
け
、

飲
食
物
の
手
渡
し
、
食
器
の
共
用
は
避
け
る
。

⑵
就
業
時
の
注
意
点

・�

就
業
す
る
時
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
、
参
加
者
を
記

録
す
る
。

・�

就
業
前
後
の
会
話
は
控
え
、
就
業
後
は
速
や
か
に

解
散
。

・�

椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
等
、
共
有
の
物
品
は
こ
ま
め
に

消
毒
。

・�

熱
中
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
を
外
し
て
屋
外
作
業

を
行
う
際
は
、
人
と
人
と
の
距
離
を
2
m
以
上
離

し
、
会
話
は
控
え
る
。

（
小
山
市
健
康
増
進
課
指
導
に
よ
る
）
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令
和
２
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

が
発
生
し
、
未
だ
先
が
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
着
用
が
呼
び
か
け
ら
れ
、

マ
ス
ク
の
需
要
が
急
激
に
高
ま
り
、
４
月
当
時
は
手

に
入
り
に
く
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
女
性
委
員
会
よ
り
手
作
り
マ
ス
ク
の

制
作
の
提
案
が
あ
り
、
取
り
組
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

15
名
の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
、
ご
自
宅
で
制
作
さ
れ
、

200
枚
の
手
作
り
マ
ス
ク
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
、
小
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
善
意
銀

行
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
マ
ス
ク
は
必
要

に
応
じ
て
、
困
っ
て
い
る
方
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

（
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
わ
ら
版
21
号
に

も
掲
載
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
報
告
す
る
も
の
で

す
。）

小
山
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

　

公
園
の
管
理
の
内
、
体
育
施
設
の
受
付
業
務
に
つ

き
ま
し
て
は
、
小
山
市
の
方
針
変
更
に
よ
り
施
設
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
含
め
て
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
セ

ン
タ
ー
で
は
受
注
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
受
付
業
務
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
受

託
を
受
け
た
業
者
よ
り
新
た
に
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
」

の
お
仕
事
を
委
託
さ
れ
、
４
月
１
日
よ
り
会
員
が
従

事
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
声

　

小
山
運
動
公
園
の
本
球
場
は
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
ー
ブ
ス
」
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
で

す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
は
ワ
ッ
ク
ス
掛
け
と
い
う
４

種
類
の
作
業
、
及
び
芝
刈
り
、
除
草
、
追
肥
作
業
で

１
セ
ッ
ト
、特
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
面
の
高
低
差
調
整
等
々

緊
張
感
の
あ
る
作
業
で
す
。
４
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
担

当
し
て
い
ま
す
が
天

気
に
左
右
さ
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
調
整
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。

一
同
、
安
全
及
び
健

康
に
徹
し
て
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

（
取
材
：
広
報
部
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
新
規
業
務
受
注

　

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
事
す
る
会
員
を

急
募
し
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
既
に
ご
承
知

か
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
問
題
の
た
め
、
３
月
か
ら
小
中
学
校
の
休

校
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
５
月
末
に
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
、
６
月
か
ら
本
格
的
に
授
業
が
再
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
山
市
教
育
委
員
会
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
お
手
伝

い
と
し
て
、
小
規
模
学
校
の
施
設
の
消
毒
業
務
を
受

託
し
ま
し
た
。
お
仕
事
は
８
月
か
ら
で
、
15
校
に
２

人
ず
つ
30
名
の
会
員
が
従
事
し
ま
す
。

　

７
月
に
入
り
、
市
内
の
感
染
者
が
急
激
に
増
え
、

心
配
さ
れ
ま
す
が
、
自
ら
も
感
染
に
注
意
し
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
職
場
紹
介
！ 

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
ま
す
よ
！

手
作
り
マ
ス
ク
の
寄
贈
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契
約
金
額

請
負
契
約

前　　年 100 , 666 , 711 円
当　　年 87 , 058 , 767 円
比　　較 △ 13 , 607 , 944 円

派
遣
契
約

前　　年 8 , 543 , 410 円
当　　年 4 , 573 , 740 円
比　　較 △ 3 ,969 , 670 円

総
契
約
額

前　　年 109 , 210 , 121 円
当　　年 91 , 632 , 507 円
比　　較 △ 17 , 577 , 614 円

令和 2年 4月〜 7月累計

会
員
数

人数 総数
男 479人 595人女 116人

令和 2年 8月 1日現在

入

会

案

説

会

の

内

明

ご

令
和
２
年
10
月
６
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
２
年
11
月
10
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
２
年
12
月
１
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
３
年
１
月
５
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

※
会
場
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
す
。

会
報
　
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
79
号

発
行
日	

令
和
２
年
９
月
25
日

発
行
所	

小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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小
山
市
東
城
南
5
丁
目
15
番
地
8

編　

集	

広
報
部
会　

職
群
班
班
長
会
議
開
催

例
年
、
年
度
初
め
は
全
班
長
が
一
同
に
会
し
、

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、

４
月
24
日
と
５
月
１
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
実
施

し
ま
し
た
。

理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
伊
澤
理
事
か
ら
前
年
度
の

職
場
訪
問
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
報
告
が
あ
り
、

続
い
て
、
藤
倉
副
理
事
長
か
ら

公
募
に
よ
り
就
業
す
る
時
の
研

修
手
当
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
注
意
と
発
生
時
の
対
応
策
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
取
組
み

現
在
、
独
自
事
業
と
し
て
、「
エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」が
で
き
な
い
か
、
研
究
し
て
い
ま
す
。
去

る
７
月
21
日
賛
同
者
に
よ
る
研
究
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
画
者
募
集
中（
経
験
者
歓
迎
）

今
年
の
シ
ル
バ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
の

行
事
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

が
発
生
し
、
各
種
事
業
が
延
期
、
又
は
中
止
と
な

っ
て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、

G
O
T
O
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
が
始
ま
り
、
少
し
明
る

い
光
が
見
え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
感
染
者
数

が
増
え
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
ど
う
す
る
か
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
結
果
、「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ

ス
タ
」に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
止
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
な
お
、
地
区
別
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
つ
き
ま

し
て
は
、
屋
外
で
実
施
す
る
も
の
で
す
の
で
、
手

指
消
毒
を
徹
底
し
、
注
意
し
て
実
施
し
て
頂
く
こ

と
と
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地

区

役

員

会

議

開

催

職
群
班
班
長
会
議
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
、
５
月
28
日
、
29
日
の
２
日
間
の
午
前
・
午
後
の

４
回
に
分
か
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
第
四
次
中
期
計
画
が
策
定

さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
続
い
て
令
和
２
年
度
普

及
啓
発
促
進
月
間
の
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
今
年
度
の
総
会
に
つ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
、
極
力
書
面
で
の
参
加
が
呼

び
か
け
ら
れ
、
欠
席
の
場
合
、

書
面
に
よ
る
質
問
を
受
け
付
け

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
中
止
と

地
区
別
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施


